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被災箇所
松山市緑町1丁目

松山城・堀之内

松山地方気象台

位置図

測量法に基づく国土地理院長承認（使用）R 3JHs 963

土砂の流下状況

土砂の流下状況

崩壊頭頂部

土砂の堆積状況

家屋被災状況

被災概要
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（１）災害概要
日 時：7月12日早朝
気 象：梅雨前線豪雨(最大24時間降水量155.5mm)
崩壊発生：7月12日午前3時49分、松山城の北東側斜面の崩壊が

発生したとの119番通報
場 所：愛媛県松山市緑町1丁目
被害状況：死者3名、

住宅被害
（全壊3棟、
一部損壊12棟)

非住家(全壊1棟、
半壊1棟）

斜面中腹

斜面下端

被災した急傾斜施設



参考：新聞記事被災概要
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（２）報道記事

・3回にわたって土砂崩壊が発生(2回目 4時45分頃、3回目 4時50分頃)
※救出活動に従事した松山市消防局に確認

令和６年７月１３日朝刊
愛媛新聞社提供

・7月12日に土砂崩れ発生
・住家が倒壊し、３人が安否不明
・警戒レベル５が発令され近隣住民が避難

令和６年７月１３日朝刊
愛媛新聞 1面記事を引用

令和６年７月１３日朝刊
愛媛新聞 1面記事を引用



地上雨量計(松山地方気象台)のハイエトグラフを下記に示した。
最大時間降水量のピークは7月11日3時～4時で、41mmである。

被災概要
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（３）降雨記録

項目 降水量(mm) 観測された期間
総降水量 213.0 7月10日24時～7月12日7時
最大時間降水量 41.0 7月11日3時～7月11日4時
最大24時間降水量 155.5 7月11日4時～7月12日3時

月間平年値(松山) 降水量(mm) 統計期間
7月 223.5 1991～2020

項目 発表時間 解除時間

大雨洪水警報
（松山市）

大雨 7月11日 3時38分 大雨 7月11日 10時19分

洪水 7月11日 4時10分 洪水 7月11日 10時19分

大雨 7月12日 4時32分 大雨 7月12日 13時06分

洪水 7月12日 4時32分 洪水 7月12日 10時45分

土砂災害警戒情報 7月12日 7時00分 7月12日 12時30分

7:00 土砂災害警戒情報 発表 12:30 解除



【被災状況】
・人的被害 死者3名
・土砂流入による被災 家屋 3戸（全壊）

非住家 1戸（全壊）

松山城

（４）被災状況

①

③

②

崩壊延長 水平約L=250m
頭
頂
部

家屋被災状況 土砂の堆積状況土砂の堆積状況

被災概要
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① ② ③

末
端
部

斜長約L=300m
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令和６年７月12日
愛媛県撮影

ドローン映像



作製：愛媛県土木部

凡 例
青色が強調される範囲：土砂が崩れた範囲

※ 元地盤は林野庁LPデータ使用
（承認番号：令和元年7月22日元林整治第246号）
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測量結果及び現地踏査結果を３D映像にて再現



被災概要

（５）地形・地質

被災地の地形は、石手川扇状地に位置する
分離独立丘陵である。
地質は、和泉層群の堆積岩（砂岩）である。

松山地域の自然地形分類図

被災箇所

被災箇所

 

凡　　例

着色

K21_pim_a

K22_soc

岩石

花崗閃緑岩

和泉層群

国立研究開発法人産業技術総合研究所：20万分の1日本シームレス地質図

拡大図
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被災概要

（６）土砂災害警戒区域等の範囲

平面図
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平成15～17年に施工済みの急傾斜地崩壊防止施設

標準断面図

H＝
2.
5～
3
.0
H＝
2.
0
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被災概要

（７）史跡指定図

土砂崩壊範囲



土砂災害で確認された事象

土砂災害
の発生

・7月12日3：49土砂災害発生の119番通報がある。
・最大時間降水量41mmを記録した7月11日4：00の約1日後に発生。
・3回にわたって土砂崩壊が発生した。

気象
・総降水量は213mm(松山)。最大24時間降水量は155.5mm。
・大雨警報は、土砂災害が発生した時間には発表されていない。

地形
・松山城城山は、石手川扇状地に位置する分離独立丘陵である。
・北東向きの斜面で、崩壊後の斜面勾配は最上部で41度、下部で16度。
・崩壊した谷筋以外からも降雨が集中しやすい地形であった。

地質
・基盤の地質は和泉層群の砂岩からなる。
・傾斜角は受け盤とみられる。

植生
（出展：城山公園第2期

整備基本計画）

・城山の山林は、愛媛県天然記念物「松山城山樹叢(しろやまじゅそう)」に指定さ
れており、常緑広葉樹、落葉広葉樹及び針葉樹、約200 種で構成され、植生は
温暖帯常緑広葉樹林（照葉樹林）である。

土地利用
・国指定史跡に指定されている。
・城山の周囲には、家屋が立ち並ぶ。

その他
・今回崩壊した斜面は、頭頂部で緊急車両用道路の災害復旧工事の準備が行われ
ていた。

被災概要
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（８）土砂災害の事象
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